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※ 新型コロナウイルス感染症の感染状況等により、イベントや開館日が変更となる場合があります。

令和４(2022)年度県民ライブコンサート開催予定

今年度は県民ライブコンサートを以下の日程で開催します。昨年度と同様に事前申込
制（申込順）となりますので、各公演チラシをご確認のうえお申込みください。チラシは各
公演日の概ね１か月前から配布する予定です。

コンサート

＜注意点＞
・マスクの着用、手指の消毒等、感染対策にご協力をお願いします。
・休館日（館内整理日）に開催します。

当日は通常の窓口業務（貸出・返却・資料検索等）は行いませんのでご注意ください。
・感染拡大等の社会情勢により、やむを得ず公演を延期・中止する場合があります。

＜開催概要＞
午後２時30分開場 午後３時開演
（午後４時15分終演予定）
入場無料
事前申込制（40席程度・申込順）
会場/栃木県立図書館１階ホール

◇ 弦楽器による室内楽コンサート
令和４(2022)年 ７月28日（木） アンサンブル プランタン

曲目：アイネ・クライネ・ナハトムジーク K.525／モーツアルト作曲
弦楽四重奏曲 第12番 ヘ長調 Op.96「アメリカ」／ドヴォルザーク作曲

◇ ソロピアノコンサート（８月中旬申込み開始予定）
令和４(2022)年 ９月22日（木） 熱田公紀

◇ ハーモニカによる世界の名曲アンサンブルコンサート
令和４(2022)年 11月24日（木） フジアンサンブルメイツ

チラシは館内に設置しているほか、当館ホームページにも掲載しています。申込みについてご不明
な点がありましたら、電話等でお問い合わせください。

みんなで音楽を
楽しむまる♪♪
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お知らせ

令和３(2021)年12月、「那南（ななん）タイムス」の創刊号から最終号（750号）までの寄贈を受けました。
「那南タイムス」は、昭和22(1947)年から昭和49(1974)年の27年間にわたり、旧烏山町で発行されてい

た個人編集の新聞です。市町村合併や選挙など町政に関する記事のほか、山あげ祭や地域の文化
に関する記事など、当時の風俗をうかがうことができる大変貴重な資料です。

当館で所蔵するに当たって、原紙の保存や利便性向上のため、資料のデジタル化も併せて行いまし
た。電子データは館内の端末でご覧いただけます。また複写も可能です。

ご利用の際は、３階カウンターにてお申し込みください。

「那南タイムス」の受入れとデジタル化について

当展示は、「県民の日」に関連して、当館所蔵のコミュニティ誌を
中心とした地域資料をご紹介しています。

コミュニティ誌は、地域に密着した情報を提供するメディアです。
当館では、県内各地のものを所蔵していますが、古い時代のもの
など、資料保存の観点から普段は書庫で保管し、館内閲覧扱い
として提供している資料も多数あります。

上記でご紹介した「那南タイムス」原紙のほか、「うずまっこ」(栃
木市）、「うつのみや」（宇都宮市）なども展示していますので、ぜ
ひご覧ください。

《会期》 令和４(2022)年５月27日(金)～７月27日(水)

県民の日関連ロビー展示
「地域を彩るコミュニティ誌～とちぎの今昔を知ろう～」

企画

企画

栃木県では10月に「いちご一会とちぎ国体」及び「いちご一会とちぎ大会」が開催されます。これに関連
して、当館で所蔵する栃木県のスポーツ関連資料をご紹介する展示を行います。会期、展示予定の資
料は以下のとおりです。

《会期》
令和４(2022)年７月29日(金)～11月23日(水)

《展示予定資料》
・「いちご一会とちぎ国体」及び「いちご一会とちぎ大会」関連資料
・県内プロスポーツチーム（バスケット、サッカー等）関連資料
・栃木県出身のオリンピックメダリストに関する資料

ロビー展示「本で知ろう！栃木県のスポーツ」
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〈館長コラム〉

折り紙と宇宙開発

当館には様々な刊行物が全国から届けられます。内閣府が発行する海外向け政府広報誌である
‘HIGHLIGHTING Japan’もその一つです。これはＷＥＢマガジンでもあり、世界に日本を紹介するため
の月刊誌ですが、私たちも月ごとに特集された様々なテーマに沿って新たな発見をすることができます。
2022年４月号は日本の春を彩る花々の見事な写真が掲載されていました。日本の春の美しさを再認識
しました。半年ほど前の折り紙を特集した2021年12月号は興味深く、とりわけ「宇宙開発に応用される折
り紙の技術」と題した記事は心に残りました。

それは、世界初の宇宙ヨット「イカロス」の開発には日本の伝統文化である折り紙がヒントになったという
ものでした。太陽光の力を利用して進む「ソーラーセイル」がこのヨットの要になります。軽くて丈夫な帆を
安定的に作る技術の開発とともに、ロケットで打ち上げるため折り畳んでコンパクトにしたセイルを、宇宙
空間でどう展開して広げるかが鍵となりました。まさに、この技術の開発過程で折り紙の発想が用いられ
たのです。実際、プロジェクトのメンバーは自分たち自身の手で紙を折り、様々な畳み方を試みました。
幼い頃から折り紙に触れる環境がある日本ならではの自然なアイデアだったといいます。ギリシャ神話の
「イカロスの翼」は太陽熱で溶けてしまいましたが、それから何千年もの時を経て、伝統の折り紙の技をヒ
ントに日本の宇宙ヨット「イカロス」が誕生したとは、何というロマン溢れる話でしょうか。この技術に世界が
注目し、更なる宇宙開発への貢献が期待されています。

こうした人類の夢を追うことも、未来に繋がる今があってこそです。私たちは折り鶴に平和への願いを込
めつつ、今後、各人が世界平和にどう貢献していくかという重大なミッションに向き合っていかなければ
なりません。現在、当館地下１階読書活動支援室では、「絵本・児童書でみるウクライナ」と題してウクライ
ナや近隣諸国の心温まる図書の展示を行っています。

（栃木県立図書館長）

県民の日記念イベントに出展しました実施
報告

令和４(2022)年６月11日(土)、３年ぶりに県民の日記念イベントが開
催され、当館も「とちぎのことなら何でもわかる図書館」と題し、県庁
15階の展示スペースにブースを出展しました。デジタル化した「那南
タイムス」や開催中のロビー展示「地域を彩るコミュニティ誌～とちぎ
の今昔を知ろう～」関連資料、県立図書館の紹介パネル等を展示し
ました。当日にご来場いただいた皆様、ありがとうございました。

お知らせ

令和４(2022)年２月25日、「雑誌・新聞・住宅地図検索」のページの更新を行いました。検索方法が大
きく変更になりましたのでご注意ください。

■図書館別に探す⇒各図書館がどんな雑誌や新聞を持っているかを探すことができます。
■種類別に探す⇒雑誌や新聞のタイトルから所蔵館を探すことができます。

詳細はＨＰ「雑誌・新聞・住宅地図検索」のページをご覧ください。

「雑誌・新聞・住宅地図検索」のページを更新しました！



栃木県立図書館報

図書館だより 第391号

発行 栃木県立図書館
〒320-0027 宇都宮市塙田１-３-23
TEL 028-622-5111（代表）
E-mail : tochilib@lib.pref.tochigi.lg.jp
HP : http://www.lib.pref.tochigi.lg.jp/発行日 令和4（2022）年7月

図書館カレンダー ※□は休館日です。 太字の日は県庁地下駐車場が利用できません。
開館日のサービスを変更する場合があります。詳しくはHP等でご確認ください。

-4-

イベント案内

〈コラム〉
司書
の目

わたしの１冊 読んでみませんか？ 司書が日常の中で接した
本から、おすすめの１冊を
ご紹介します。

■県民ライブコンサート
・弦楽器による室内楽コンサート

７月28日（木） アンサンブル プランタン
・ソロピアノコンサート

９月22日（木） 熱田公紀

■館内展示
１F ロビー

・地域を彩るコミュニティ誌（～７月下旬）
・本で知ろう！栃木県のスポーツ（７月下旬～）

２F 公開資料室
・18歳から大人！～成年年齢引下げ～

３F 地域資料室
・宇都宮ブレックス B.LEAGUE優勝
・（美術館連携）

山中信夫☆回顧展（リマスター） （７月中旬～）
・（博物館連携）アンモナイトの秘密～太古のふしぎ

な生き物～（７月中旬～）

４F 公開資料室
・令和３年度 文学賞受賞作
・川端康成 没後50周年

Ｂ１Ｆ 読書活動支援室
・科学道100冊ジュニア
・絵本・児童書でみるウクライナ

『やなせたかし 「アンパンマン」誕生までの物語
(ちくま評伝シリーズ〈ポルトレ〉)』

（筑摩書房編集部／著 筑摩書房 2015）

誰もが知っている国民的キャラクター「アンパンマン」。最初の絵本が出版さ
れたのは1973年、著者のやなせたかし氏が54歳の時でした。アンパンマン誕
生前のやなせ氏は、漫画家としてよりも、グラフィックデザイン、舞台美術、放
送シナリオ、作詞など多方面の仕事をマルチにこなす人物として有名でした。
舞い込んだ依頼を断らない「困ったときのやなせさん」が、アンパンマンを生
み出すまでの悩みと模索の人生の一端を、この本で知ることができます。

高知県に生まれたやなせ氏は18歳で上京したのち、赤紙による召集を受け、
戦後は高知新聞の記者、日本橋三越の宣伝部員を経て、30代でフリーの漫
画家となります。前述のように多彩な活動する一方で、50歳を目前にしても漫
画家として代表作がないことに悩む日々を過ごします。この悩みは、アンパン
マンの主題歌「アンパンマンのマーチ」の冒頭 「なんのために生まれて な
にをして生きるのか」という歌詞に表れているように感じます。

巻末では「読書案内」として、執筆の参考とした資料が紹介されています。
資料は当館もしくは県内の公共図書館等で所蔵していますので、もっとやな
せ氏を知りたい方はぜひご利用ください。

また、やなせ氏の作品を沢山見たいという方には、当館所蔵の『やなせたか
し大全』（やなせたかし／〔著〕 フレーベル館 2013）もおすすめです。（日）


